
 第 76 回愛知県固定資産評価審議会会議録要旨  

 

第１ 日時 

令和６年２月 28 日（水） 午後１時 54 分から午後３時 10 分まで 

第２ 場所 

愛知県庁本庁舎６階 正庁 

第３ 議事録署名人の指名 

愛知県固定資産評価審議会運営規程第 10 条第３項に基づく議事録署名人に、加

納委員が指名された。 

第４ 議題 

令和６年度の土地に係る提示平均価額（案）について（諮問) 

第５ 審議結果 

議題について審議し、原案どおり承認された。 

第６ 事務局説明概要 

 令和６年度の土地に係る提示平均価額（案）について 

１ 評価替えの概要 

  土地・家屋ともに、３年に一度、基準年度ごとに評価替えを行う。 

評価替えにあたり、県は指定団体以外の県内市町村の「基準地価格」及び

「提示平均価額」を算定し、県固定資産評価審議会に諮問の上、決定する役

割を担う。 

２ 土地評価のしくみ 

基準地価格及び標準地価格をもとに、各筆に評点数を付設し、それに評点 1 

点当たりの価額を乗じて土地の評価額を決定する。 

３ 提示平均価額の算定方法 

提示平均価額は評点１点当たりの価額を求める基礎となるもので、以下に

より算定される。 

⑴ 令和５年度の評価実績に、評価替えによる価額変動や令和６年１月１日

までの地目変換等が反映される。 

⑵ ⑴で求めた総評価見込額を総見込地積で除して提示平均価額を算定する。 

 

 

 



４ 提示平均価額の状況（県計ベース） 

区分 令和６年度 令和５年度 増減 

田 115,567 円／千㎡ 115,571 円／千㎡ △0.003％ 

畑 81,164 円／千㎡ 81,147 円／千㎡ ＋0.02％ 

宅地 57,345 円／㎡ 54,349 円／㎡ ＋5.5％ 

山林 24,948 円／千㎡ 24,953 円／千㎡ △0.02％ 

・田、畑及び山林について、ほとんど変動がない状況。 

・宅地は名古屋市及び名古屋市近郊での地価上昇により上昇。 

５ 地域別の状況 

⑴ 田及び畑 

田及び畑については、日照の状況、面積、耕うんの難易といった農地の生

産力や収益力に関わる要因が価額の決定要素となる。県内の田では、木曽

川、矢作川、豊川及び愛知用水といった主要河川等に位置する地域が高く、

畑では尾張西部、西三河、東三河といった平野の多い地域が比較的高い。 

⑵ 宅地 

宅地については、名古屋市及び名古屋市近郊の地価上昇が大きく、一方で、

沿岸部や山間部で地価の下落傾向が続いている。価額についても名古屋市

及び名古屋市近郊が高い一方で、沿岸部及び奥三河山間部は低く、引き続

き「二極化」の状況が見られる。 

⑶ 山林 

山林については、林道等の整備が進んだ奥三河山間部は木材の搬出に要す

るコストが低いことから価額が高い。 

第７ 情報提供及び質疑 

１ 加藤勇二委員から、「県内の農地を取り巻く状況」について情報提供 

２ 事務局（平井真希委員の代理）から、「令和５年県地価調査結果、令和５年

地価公示結果及び令和６年地価公示及び今後の動向」ついて情報提供 

第８ その他 

今後のスケジュール等について事務局から説明。 


